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町政を 問う ！ 一般質問

竹下　 英治 議員

Ｑ

A

Ｌ Ｇ Ｂ Ｔ 教育

学校でＬ Ｇ Ｂ Ｔ 教育を

実施し ているか

人権学習と 捉え実施し ている

竹
下

　
学
校
で
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
教
育
の

状
況
は
。

教
育
長

　
学
校
で
は
学
習
指
導
要
領

に
基
づ
き
、
性
に
は
様
々
な
要
素
が

あ
る
と
い
う
こ
と
を
子
ど
も
の
発
達

段
階
に
応
じ
人
権
学
習
と
し
て
教
育

し
て
い
る
。

竹
下

　
昨
年
度
実
施
さ
れ
た
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
人
権
セ
ミ
ナ
ー
は
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
法
の

施
行
に
よ
る
と
の
説
明
で
あ
っ
た

が
、
学
校
教
育
に
つ
い
て
は
同
法
に

基
づ
く
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
良

い
か
。

教
育
長

　
小
学
校
高
学
年
や
中
学
校

で
は
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
言
葉
を
使
用
し

て
い
る
が
、
あ
く
ま
で
人
権
学
習
と

し
て
の
教
育
で
あ
る
。

竹
下

　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
法
に
関
し
て
は
、

国
の
基
本
計
画
が
未
策
定
で
あ
る
。

ま
た
学
術
研
究
の
更
な
る
実
施
や
各

自
治
体
に
於
け
る
地
域
毎
の
特
性
把

握
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
法
に
係
る
学
校
教
育
の
実
施
に
つ

い
て
は
慎
重
で
あ
る
こ
と
を
求
め

る
。

教
育
長

　
今
後
、
国
の
基
本
計
画
が

作
ら
れ
学
習
指
導
要
領
な
ど
に
反
映

さ
れ
て
く
る
と
思
う
。

竹
下

　
総
合
戦
略
の
中
で
う
た
わ
れ

て
い
る
、
Ｋ
Ｐ
Ｉ

※

の
達
成
状
況
は

ど
う
か
。

教
育
長

　
上
広
川
小
学
校
の
「
小
規

模
特
認
校
」
に
つ
い
て
は
８
名
の
他

校
区
か
ら
の
入
学
な
ど
一
定
の
成
果

を
挙
げ
て
い
る
。
「
国
際
理
解
教
育
」

に
つ
い
て
は
未
達
成
で
あ
る
。

町
長

　
「
住
宅
ロ
ー
ン
の
利
子
補
填
」

「
上
水
道
の
補
助
」
「
浄
化
槽
の
上
乗

せ
補
助
」
に
つ
い
て
は
低
い
達
成
状

況
に
あ
る
。

竹
下

　
現
実
的
に
人
口
減
が
継
続
し

て
い
る
。
上
広
川
校
区
の
過
疎
対
策

の
全
体
的
な
評
価
を
問
う
。

町
長

　
全
て
の
施
策
に
つ
い
て
成
功

か
失
敗
か
を
判
断
す
る
こ
と
は
難
し

い
。
全
て
が
順
調
に
い
く
と
い
う
よ

う
な
政
策
の
実
現
は
あ
り
得
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

竹
下

　
今
後
の
過
疎
対
策
の
推
進
に

つ
い
て
は
、
プ
ラ
ス
面
の
伸
張
に
限

ら
ず
、
マ
イ
ナ
ス
面
の
除
去
な
ど
、

新
た
な
行
政
ロ
ジ
ッ
ク
の
構
築
も
必

要
で
は
な
い
か
。
例
え
ば
、
鬼
ノ
渕

の
相
続
人
不
在
の
空
き
家
除
去
等
は

有
効
な
過
疎
対
策
と
な
り
得
る
の
で

は
な
い
か
。

町
長

　
当
該
物
件
に
現
行
の
行
政
代

執
行
を
当
て
は
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
相
続
財
産
管
理
人
の
申
出

な
ど
裁
判
所
の
手
続
き
も
あ
る
の
で
、

更
に
研
究
し
な
が
ら
継
続
検
討
す
る
。

ＱA

実
施
さ
れ
た
対
策
を

ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か

一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
も
の
と
判
断
し
て
い
る

上広川校区の
過疎対策

鬼ノ 渕の空き家

※
Ｋ
Ｐ
Ｉ
と
は

　
事
業
の
達
成
度
を
評
価
す
る
た
め

の
指
標


